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を調べるために，15N-尿素を成熟ウサギの静脈内に単一投与して血中尿素 N 動態及び N 蓄積に及ぼす FOS 投与の影響を
調べた。その結果 FOS は血中尿素-N が盲腸内微生物の増殖に利用される量を増大させ，尿中排泄 N 量を低下させること
が示された。これによって総 N 排泄量が減尐したことから，盲腸内で増殖した微生物は食糞により有効に利用され，飼
料 N の利用性の向上がもたらされたものと推察された。更に，ウサギの飼料中尿素-N の利用性に及ぼすフラクトオリゴ
糖（FOS）の影響を調べるために，尿素配合飼料を与えた時の N 出納，また 15N-尿素を単一経口投与後の 15N の体内動態
におよぼす FOS 添加の効果を評価した。その結果，グルコース群と比較して FOS 群の体内 N 蓄積量ならびに N 蓄積率
は有意に上昇したが，尿中 N 排泄量の減尐効果は小さく，また盲腸微生物への 15N の移行量にも明確な影響は認められ
ず，摂取した尿素の盲腸内微生物態 N への移行量は限定的であることが推察された。最後に，マンニトールと FOS で認
められた栄養素消化や N 代謝に及ぼす効果が，他の発酵性糖質にも備わっているかどうかを知るために，ラクトスクロ


















N の体内動態に及ぼす FOS 添加の効果を評価した結果，摂取した尿素の盲腸内微生物態 N への移行量は限
定的であることも示している。 
 このように本論文では，FOS やマンニトールが，ウサギの窒素代謝，栄養素消化に及ぼす効果とその効果
発現機構を明確に示した。また，この効果をさまざまな飼料条件で検討し，発酵性糖質の窒素利用効率向上
効果の発現は，飼料条件や糖質の種類で異なることも示している。これらの成果は，ウサギの効率的な飼養
をめざした飼料設計に応用できるだけでなく，環境に対する窒素負荷の低減に貢献する飼養技術として期待
される。また論文内容の一部は学術誌に 2 編掲載され学術的にも高く評価されている。最終試験では論文内
容が簡潔明瞭に述べられ，質疑に対しての応答も的確であった。以上から本論文は博士の学位に十分値する
ものと判断した。 
  
